
6 月号
　５月12日から14日までの３日間、「きてみて！ひらおの
会」主催のみそづくり体験がみそ加工場（大野南）で行わ
れました。参加者は町内外から集まった10人で、「蒸し」「切
り返し」「仕込み」の工程を体験しました。仕込みの終わっ
たみそは、これから半年間熟成させます。平生特産のおい
しいみその完成が楽しみです。

こだわり　みそづくり体験！

未来をひらき　人もまちも　いきいき輝く　平生

■目安箱の“なかみ”をお知らせします（Ｐ２）
■教育委員会発！まちづくり特集（Ｐ３）
■今年度の下水道工事予定（Ｐ４）
■町長室の窓（Ｐ９）
■まちの話題（Ｐ11〜13）
■情報伝言板（Ｐ18〜19）

主な内容

◇発行：平生町役場　〒 742-1195　山口県熊毛郡平生町大字平生町 210 番地の 1　☎ 0820（56）7111< 総務課 >　
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　寄せられたご意見について、回答差し上げたい内容もありましたので、双方向の意見交換ができるよう、今後
も努めていきたいと考えています。
  また、あわせて町長と語る日「親しみトーク」も毎月第２水曜日の午後６時から開催していますので、町長と
の対話に積極的にご参加ください。

◆職員の接遇の改善について
◆隣接町有地の環境整備について草刈要望
◆ミュージックチャイムの音質の改善要望
◆ファミリーレクリエーション大会の景品につい
てのご意見
◆上関原子力発電所建設への提言
◆公共施設への消毒液の設置要望
◆広報ひらおの掲載ミスについて
◆モトクロス場からの騒音について

  平成の目安箱は、平成 11 年から各公共施設に投函箱を設置し、町民の声を広くお聞きしようとして、発足させ
たもので、「協働のまちづくり」の一役を担っています。
　平成 21 年度の利用状況は、大半が投書によるもので、全部で 21 件の意見、提言が寄せられました。。
　行政に対する提言や要望をはじめ、町民の方々の真摯なお気持ちが寄せられるなど、大きな効果が出ていると
判断しています。寄せられた意見などについては、回答のできるものは、即刻担当から報告することとしていま
すが、中には投稿者が不明なものもあります。すぐに回答したいという内容も多く、秘密は堅く守りますので、
どうか、町公式ホームページの「平成の目安箱」フォームメールからご意見などをお寄せになる場合も、ご自身
のメールアドレスを記入されますようお願いします。今後もこの制度をご利用いただき、どしどしご意見をお願
いします。お待ちしています。

情
報
公
開
制
度
お
よ
び

個
人
情
報
保
護
制
度
の

運
用
実
績

　

平
生
町
情
報
公
開
条
例
は
、
町
政
の
透
明
性

の
向
上
と
公
正
な
運
営
を
図
る
と
と
も
に
、
町

民
の
町
政
へ
の
参
加
を
促
す
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
平
成
14
年
10
月
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
の
平
成
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年
度
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お
け
る
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用
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況

に
つ
い
て
は
、
次
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と
お
り
で
す
。
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共
下
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道
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林
整
備
計
画
事
業
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計
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開
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求
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林
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く
り
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民
税
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業
費
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訳
の
内
容
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・
企
業
の
進
出
に
関
す
る
協
定
書
の
開
示
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求

　

ま
た
、
平
生
町
個
人
情
報
保
護
条
例
は
、
個

人
の
権
利
お
よ
び
利
益
を
保
護
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
平
成
15
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
の
制
度
の
平
成
21
年
度
に
お
け
る

利
用
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

■
問
合
せ
先

　
町
役
場
総
務
課　
☎
（
５
６
）
７
１
１
１

　目安箱が設置されている公共施設は次のとお
りです。

※町公式ホームページ内の「平成の目安箱」
もご利用ください。

●町役場本庁
●佐賀出張所
●中央公民館
●大野公民館
●曽根公民館
●老人福祉センター

昨年度、寄せられた主な意見は次のとおりです。

■問合せ先　町役場総務課　☎（５６）７１１１
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～婦人会のみなさん、こんにちは～

　平生町内の婦人会は、地域における各種活動やさまざまなグループ活動を通して、教養を高めると
同時に親睦を深め、互いに協力して社会福祉の増進、生涯学習の推進、青少年健全育成、地域の文化・
芸能の伝承につとめ、あたたかい住みよいふるさとづくりに役立つことを目的に活動しています。

婦人会のみなさんからのお知らせ !!

■問合せ先　町教育委員会　社会教育課　☎（５６）６０８３

曽根婦人会
～主な活動内容～
クラブ活動（茶道・華道・民舞・料理・健康体操）、
公民館の花壇管理、どんど焼き・盆踊り・公民館まつ
りへの協力（遊休品回収、加工・縫製、うどん販売な
ど）、交通安全活動、社会福祉活動（施設訪問・募金
など）　など

～合頭会長からのメッセージ～
　「楽しかったね」「会員でよかったね」と各々の場面
で「実感できる活動」をめざし
ております。
　結果的に「曽根に住んでよか
ったね」につながっていると思
います。活動へのご参加をお待
ちしております。

平生婦人会
～主な活動内容～
クラブ活動（婦人会で学ぼう編み物・小物づくり教室、
フラダンス同好会、料理教室、竹銭太鼓教室）、親睦
会旅行、独居家庭への訪問・声かけ　など

～岩本会長からのメッセージ～
　平生婦人会は会員のみなさんと「一緒に楽しくい
きいきと日々を過ごせるように」をモットーに「地
域に密着した社会貢献」ができる婦人会としてがん

ばっております。心をひとつ
にして友情を深め、有意義な
時間を共に過ごしませんか。
みなさんのご参加をお待ちし
ております。

佐賀婦人会
～主な活動内容～
クラブ活動（健康体操、生花、茶道、料理）、交通安
全活動（毎月１日、交通安全運動期間）、募金への協力、
福祉施設への訪問・研修など地域のみなさんとのふれ
あいを深める活動　など

～角田会長からのメッセージ～
　地区に婦人会の支部がなくても個人加入をして新し
い発見をしてみませんか。楽しくて役に立つクラブ活
動などで、新しい友や懐かしい
友との出会いがありますよ。さ
あ、一歩を踏み出してみません
か。みなさんのご参加をお待ち
しております。

～主な活動内容～
大野公民館まつりでのうどんバザー、「敬老の日」記
念式典の手伝い、赤い羽根共同募金における戸別およ
び街頭募金、ふれあいバスツアー（2 年に 1 度）、他
団体との連携による活動、クラブ活動　など
～山田会長からのメッセージ～
　現在、河田・日向平・蔭平・南上下の４つの支部し
かありません。会員は個人会員を含め 110 名です。

12 名 の 役 員 が 中 心 と な り、
色々な活動をしています。「自
分たちができることを自分た
ちの手で！」をモットーに、
大好きな大野のためにがんば
っています。

　地域に根ざした活動を通して、平生町のまちづくりに大きな力添え
をいただいている各単位婦人会のみなさんの話を聞きました。

　私たちと一緒に婦人会の活動に参加してみませんか。「仕事をしているから…。」とか「年齢的
にちょっと…。」という声を耳にすることがあります。でも、そんなことを気にする必要は全く
ありません。「できる時に」「できることを」「楽しみながら」「無理なく」活動しましょう。
　詳しくは、お近くの公民館や各地区の婦人会員にお尋ねください。

大野婦人会



平成22年６月号　広報ひらお 4

〜 
平
成
22
年
度
の
工
事
は
、
図
面
の
箇
所
を
実
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す
る
予
定
で
す 

〜

※
工
事
の
箇
所
は
変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
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下
水
道
工
事
は
、
公
道
（
町
道
な
ど
）
に
下
水
道
管
を
埋
設
す
る
工
事
で
す
。
地
元
の
み
な
さ
ん
に
は
、
で

き
る
だ
け
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
な
い
よ
う
、
万
全
の
注
意
を
払
っ
て
工
事
を
実
施
し
ま
す
が
、
道
路
交
通
規
制

や
騒
音
な
ど
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
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も
あ
る
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と
思
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れ
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
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な
お
、
工
事
に
着
手
す
る
前
に
は
、
地
元
の
み
な
さ
ん
に
「
工
事
日
程
の
お
知
ら
せ
」
を
回
覧
し
ま
す
。

■
公
共
下
水
道
事
業
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漁
業
集
落
環
境
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備
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に
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す
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合
せ
先

　
　
町
役
場
建
設
課　
下
水
道
班

　
　
☎
（
５
６
）
７
１
１
８

公共下水道事業 今
年
度
の
下
水
道
工
事
予
定

　
最
近
、下
水
道
本
管
お
よ
び
マ
ン
ホ
ー
ル
内
に
、異
物・

固
形
物
（
タ
オ
ル
・
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類
・
油
な
ど
）
が
流
れ
込
ん
で
た

い
積
し
、
処
理
機
能
に
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　
下
水
道
は
、
自
然
環
境
や
み
な
さ
ん
の
生
活
を
よ
く
す

る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
大
切
な
施
設
で
す
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異
物
・
固
形
物
を
流
さ
な
い
よ
う
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意
し
て
下
水

道
を
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

○
台
所
で
は
・
・
・

　
野
菜
く
ず
や
ご
飯
の
残
り
、
食
用
廃
油
な
ど
を
流
さ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
屋
外
に
設
置
し
て
あ
る
「
油
分
離
ま
す
」
の
定

期
的
な
清
掃
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
水
洗
ト
イ
レ
で
は
・
・
・

　
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
の
紙
、
タ
オ
ル
な
ど
は
絶

対
に
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○
公
共
ま
す
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宅
内
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す
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は
・
・
・
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水
や
、
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、
廃
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ガ
ソ
リ
ン
、
シ
ン
ナ
ー
、
ア

ル
コ
ー
ル
、
木
片
、
瓦
類
な
ど
の
危
険
物
は
絶
対
に
流
さ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

下
水
道
を
利
用
さ
れ
る
み
な
さ
ん
へ

お
願
い
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後期高齢者医療制度加入の皆様へ
●保険証を更新します
　現在発行している「後期高齢者医療被保険者証」は有効期限が７月３１日までとなっています。
　８月１日からご使用いただく新しい保険証（オレンジ色）は、７月下旬に簡易書留郵便でお届けします。
古い保険証（うすい緑色）は、８月１日以降使えませんので各自で処分してください。（返却は不要です）

■問合せ先　町役場町民課　☎（５６）７１１３　
　　　　　　山口県後期高齢者医療広域連合　☎０８３（９２１）７１１１

●保険証に、希望の人へ点字シールを貼ってお送りします
　８月の更新に伴い、新しい保険証を７月下旬に簡易書留郵便でお届けしますが、希望される人には点字
シール（封筒に「保険証在中」、保険証に「保険証」と点字を打刻）を貼ってお送りします。また、既に
ご希望いただいている人については、引き続き点字シールを貼ってお送りします。点字シールを希望され
る場合、または不要となる場合は、町役場町民課へ６月30日㈬までにご連絡いただきますようお願いしま
す。

日本年金機構からのお知らせ
平成 22 年１月１日から社会保険庁が廃止され、『日本年金機構』として生まれ変わりました。年金事務な

どの取り扱いについては、次の点にご留意ください。

◎通知書類や窓口業務について
　　各種年金関係書類は、日本年金機構や年金事務所の名称で送られてきます。社会保険事務所は「年金

事務所」に名称が変わりましたが、場所や年金相談などの窓口業務は今までどおり行っています。
　　なお、町役場の窓口での取り扱いもこれまでと変更ありません。

◎国民年金保険料の納付督励業務を、民間事業者に委託しています
　　平成 21 年 10 月から、委託を受けた民間事業者が、電話や文書などにより、保険料の納付や免除の申

請手続きなどについてご案内をしています。民間事業者の担当者が保険料を収納する場合は、お客様が
保険料の納付書をお持ちの場合に限られており、指定した口座に保険料の振り込みを依頼することは絶
対にありません。

　　ご不明な点は徳山年金事務所または町役場町民課でご確認ください。

◇山口県内で納付督励業務を行う民間事業者
株式会社　エヌ ･テイ・テイ・ソルコ
☎０１２０（３４４）９２２［フリーダイヤル］

■問合せ先　徳山年金事務所　☎０８３４（３１）２１５２　　町役場町民課　保険年金班　☎（５６）７１１３
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　町では、町民のみなさんの耐震化への取り組みを支援するため、木造住宅の耐震診断や耐震改修、公共的
な建築物の耐震診断に要する費用の一部を補助します。
　つきましては、下記の要件で補助金申請を受け付けますので、ご応募ください。

耐震診断・耐震改修を補助します

●木造住宅の耐震診断・耐震改修
　　昭和 56 年５月 31 日以前に着工した町内にある１戸建てで、３

階以下の木造住宅（店舗などの用途を兼ねるものは、住宅部分の床
面積が延床面積の２分の１以上を占めるもの）

　・募集戸数（１戸当たりの補助金額）
　　　耐震診断　３戸（診断経費の３分の２［限度額 2 万 8,000 円］）
　　　耐震改修　１戸（改修経費の３分の２［限度額 30 万円］）
●公共的な建築物の耐震診断
　　昭和 56 年５月 31 日以前に着工した、町内にある民間の保育所

や病院など公共的な建築物
　・募集戸数（１戸当たりの補助金額）　１棟（診断経費の３分の２［限度額 100 万円］）

■申込みおよび問合せ先　町役場建設課　☎（５６）７１１８

◇募集期間　７月１日㈭〜７月 30 日㈮（土・日曜日は除く）

福祉医療費受給者証（重度心身障害者用）の
交付（更新）申請について

　町では、重度心身障害者を対象として、保険適用医療費の自己負担分を助成しています。
　次の要件に該当し、現在受給者証の交付を受けていない人は、申請手続きをしてください。
　すでに受給者証をお持ちの人は、有効期間が６月 30 日㈬で満了となりますので、更新手続きを行ってく
ださい。
　なお、本町では、山口県が実施している一部負担金は導入していません。（従来どおり、医療機関での保
険適用医療費の支払いはありません。）
●対象者
　障害年金１級、特別児童扶養手当１級などを受給されている人
　身体障害者手帳の１〜３級、療育手帳Ａ、精神障害者保健福祉手帳１級などをお持ちの人
●申請期間　６月 21 日㈪〜 30 日㈬（新規申請は随時受付）
●申請場所　町役場健康福祉課、佐賀地区は佐賀出張所
●持参物　印章、健康保険証、心身障害者手帳または年金証書、特別児童扶養手当証書、受給者証をお持

ちの人は旧受給者証（オレンジ色）
●所得制限
　扶養親族などの数により制限額が異なりますので、詳しくはお問い合わせください。
　※平成 22 年度町民税額が本町で確認できない場合には、税額を証明する書類が必要です。

■問合せ先　町役場健康福祉課　☎（５６）７１１５

※応募者多数の場合は、抽選とします。また、応募戸数に満たない場合は、当分の間、随時募集を行います。
※申請書は町役場建設課に備え付けてあります。なお、建物の所有者に町税の滞納がないなどの要件があり

ます。詳しくは、事前にお問い合わせください。
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　６月５日の「環境の日」を含む６月の１カ月間は、「環境月間」として全国各地でさまざまな環境問題へ
の取り組みが行われています。この「環境月間」を機会に、改めて「環境」について考え、行動してみま
せんか？

　家庭から出たゴミ、会社から出たゴミなど、ゴミの種類にかかわらず、野外での焼却は禁止されています。
野外焼却は、ダイオキシン汚染をはじめとする大気汚染の原因になりますので絶対にやめましょう。なお、
違反者には罰則規定が適用される場合があります。
　また法律で認められている焼却行為であっても、近所へ迷惑がかかるなど周辺の生
活環境への影響が認められる行為は、中止していただく場合があります。
　みなさんの快適で住みよい環境を維持していくために、家庭から出るごみは、分別・
減量化に努め、生ごみなどを堆肥化する場合を除いて、定期収集に出されるようご協
力をお願いします。

◆ゴミの野外焼却は法律で禁止されています

６月は「 環境月間 」です

◆「緑のカーテンコンテスト」の参加者を募集しています
　山口県では、緑のカーテンの取組がさらに広まるよう「緑のカーテンコンテスト」
を開催します。ご家庭や職場などで作られた緑のカーテンの写真を募集しますので、
皆様の応募をお待ちしています。
※詳細については山口県のホームページに掲載しています。
　http://eco.pref.yamaguchi.lg.jp/ondan/green_curtain/index.html

■問合せ先　山口県環境政策課地球温暖化対策班　☎０８３（９３３）２６９０

■問合せ先　町役場町民課　☎（５６）７１１３

　狂犬病予防法第５条により、犬の所有者は、生後 91 日以上の飼い犬に狂犬病予防注射を毎年１回受けさ
せなければなりません。まだ、お済みでない人がいましたら、次の手順で注射などの手続きを済ませてくだ
さい。

犬の狂犬病予防注射は、お済みですか？

①動物病院（個人病院）で注射を受け、狂犬病予防注射済証をも
　らってください。注射代金は、自己負担となります。

②狂犬病予防注射済証を町民課生活環境班に提出してください。

③町から狂犬病予防注射済票を交付します。（狂犬病予防注射済票
　代金として、550 円かかります。）
　※新規登録される場合は、さらに 3,000 円必要です。

■問合せ先
　町役場町民課　☎（５６）７１１３
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●
農
地
転
用
と
は
？

　
農
地
を
農
地
以
外
の
住
宅
用
地

や
工
場
用
地
、
道
路
、
山
林
な
ど

に
用
途
を
変
え
る
こ
と
を
農
地
の

転
用
と
い
い
ま
す
。（
田
を
畑
地

と
し
て
造
成
す
る
場
合
は
転
用
に

な
り
ま
せ
ん
が
、
別
に
届
出
が
必

要
で
す
。）

●
許
可
が
必
要
な
理
由

　
農
地
は
、
人
々
の
生
存
に
欠
か

せ
な
い
食
料
の
大
切
な
生
産
基
盤

で
す
。

　
特
に
、
耕
作
面
積
が
狭
い
う
え

に
人
口
が
多
い
我
が
国
で
は
、
食

料
自
給
率
も
低
い
た
め
、
優
良
な

農
地
を
大
切
に
守
っ
て
行
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、農
地
の
転
用
に
は
、

農
地
法
で
一
定
の
規
制
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
農
地

　
す
べ
て
の
農
地
が
転
用
許
可
の

対
象
で
す
。

　
地
目
が
農
地
で
あ
れ
ば
、
耕
作

さ
れ
て
い
な
く
て
も
農
地
性
（
農

地
と
し
て
活
用
で
き
る
状
態
）
が

あ
る
限
り
、
農
地
と
し
て
扱
わ
れ

ま
す
。

●
一
時
的
な
転
用
の
場
合

　

農
地
を
一
時
的
に
資
材
置
き

場
、
作
業
員
仮
宿
舎
、
砂
利
採
取

場
な
ど
と
し
て
利
用
す
る
場
合
も

転
用
と
な
り
、許
可
が
必
要
で
す
。

●
農
業
用
施
設
用
地
と
し
て
転
用

す
る
場
合

　
自
己
の
農
地
保
全
や
利
用
上
必

要
な
施
設
（
耕
作
用
の
道
路
、
用

排
水
路
な
ど
）に
転
用
す
る
場
合
、

ま
た
は
、
そ
の
用
地
が
２
ア
ー
ル

未
満
の
温
室
、
畜
舎
、
作
業
場
な

ど
農
業
経
営
上
必
要
な
施
設
に
転

用
す
る
場
合
、
許
可
は
不
要
で
す

が
、
届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

●
許
可
な
く
転
用
し
た
場
合

　
無
断
で
転
用
し
た
場
合
、
農
地

法
違
反
と
な
り
、
農
地
な
ど
の
権

利
取
得
の
効
力
が
生
じ
な
い
だ
け

で
な
く
、
工
事
の
中
止
や
原
状
回

復
な
ど
を
命
ず
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　
こ
れ
に
従
わ
な
い
場
合
は
、
罰

則
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

●
転
用
の
手
続
き

　
所
定
の
事
項
を
記
載
し
た
申
請

書
を
作
成
し
、
農
地
の
あ
る
市
町

村
の
農
業
委
員
会
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
町
農
業
委
員
会
事
務
局
（
町
役

場
経
済
課
内
）

　
☎
（
５
６
）
７
１
１
７

 
ご
存
知
で
す
か
？

　 
農
地
の
転
用
に
は
許
可
が
必
要
で
す
！

育児・介護休業法が改正されます
～６月 30日スタート～

　国土利用計画法では、土地の投機的取
引や地価の高騰の抑制、乱開発の未然防
止のため、一定面積以上の土地取引につ
いては、契約後一定期間以内に届出をし
なければならないことになっています。
●届出の必要な土地取引
・面積　5,000 ㎡以上
・取引内容　売買、交換、営業譲渡、譲渡

担保、代物弁済、共有部分の譲渡、地
上権・賃貸権の設定または譲渡、予約
完結権・買戻権などの譲渡など

●届出時期
　契約後２週間以内
●届出をする人
　土地の取得者（買主）

大規模な土地取引には
届出が必要です

■問合せ先　
　町役場建設課
　☎（５６）７１１８
　山口県地域政策課
　☎０８３（９３３）２５３２

　少子化の流れを変え、男女ともに子育てや介護をしながら
働き続けることができる社会を目指して、次のとおり改正さ
れます。

○父母ともに育児休業をする場合は、子が１歳２カ月に
　達するまでの休業が可能となります。
○配偶者が専業主婦（夫）や育児休業中でも、育児休業
　がとれるようになります。　
○３歳までの子を持つ労働者の短時間勤務制度（１日６時
　間）・所定外労働の免除が事業主の義務になります。※
○子の看護休暇は、小学校就学前の子が２人以上いれば
　年 10 日とれるようになります。
○介護のための短期の休暇制度が新設されます。※
※は、100 人以下の企業に限り、平成 24 年７月１日施行

改正法の詳細は厚生労働省ホームページでご覧いただけます。
http://www.mhlw.go.jp/topics/2009/07/tp0701-1.html

◎改正育児・介護休業法説明会
●日時　毎月第３水曜日
　　　　午後１時 30 分〜
●場所　山口地方合同庁舎（山口市）

■問合せ先　
　山口労働局雇用均等室　☎０８３（９９５）０３９０

※届出をしなかったり、偽りの届出を
すると、６カ月以下の懲役または 100
万円以下の罰金に処せられます。



　
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
南
ア
大
会
が
迫

っ
て
き
ま
し
た
。
日
本
代
表
に
こ

の
地
域
か
ら
周
防
大
島
町
出
身
の

岩
政
大
樹
選
手
が
い
ま
す
。
少
年

時
代
は
本
町
に
ゆ
か
り
の
深
い
周

東
Ｆ
Ｃ
で
活
躍
し
て
い
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
大
会
へ
の
関
心
と
期
待

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
岩
政
選
手

に
は
是
非
、
心
身
と
も
ベ
ス
ト
な

状
態
で
試
合
に
臨
み
、
闘
志
あ
ふ

れ
る
プ
レ
ー
で
日
本
の
勝
利
に
貢

献
し
て
欲
し
い
も
の
で
す
。
そ
し

て
、
後
に
続
く
サ
ッ
カ
ー
少
年
達

に
大
き
な
“
夢
”
を
与
え
て
く
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
最
近
マ
ス
コ
ミ
に
も
た

び
た
び
登
場
す
る
鹿
児
島
県
阿
久

根
市
。
市
長
の
過
激
な
言
動
が
何

か
と
物
議
を
醸
し
て
い
ま
す
が
、

私
は
町
長
と
し
て
こ
の
市
長
と
議

会
の
深
刻
な
対
立
に
注
目
し
て
い

ま
す
。
全
国
で
は
首
長
と
議
会
が

対
立
す
る
例
は
い
く
つ
も
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
ケ
ー
ス
は
い
さ
さ
か

尋
常
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
混
乱
は
深
ま
る
ば
か
り
で
、
３

月
に
は
予
算
の
提
案
者
で
あ
る
市

長
が
議
会
へ
の
出
席
を
拒
否
。
議

会
で
は
市
長
支
持
派
が
市
長
不
信

任
案
を
提
案
。
採
決
で
は
提
出
者

も
含
め
全
員
が
否
決
（
＝
市
長
を

信
任
）
と
い
う
前
代
未
聞
の
事
態

で
、
常
識
で
は
理
解
し
難
い
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
元
々
、
混
乱
の
原
因
は
、
市
長

が
就
任
後
自
ら
の
ブ
ロ
グ
で
市
議

の
不
人
気
投
票
を
呼
び
か
け
て
議

会
を
挑
発
。
怒
っ
た
議
会
側
は
全

会
一
致
で
市
長
不
信
任
を
可
決
。

こ
れ
に
対
し
市
長
は
直
ち
に
議
会

を
解
散
す
る
も
、
出
直
し
市
議
選

後
の
議
会
は
再
び
市
長
不
信
任
を

可
決
。
市
長
は
失
職
。
し
か
し
、

そ
の
後
の
市
長
選
に
出
馬
。
こ
れ

ま
た
当
選
し
た
も
の
で
す
か
ら
、

対
立
は
抜
き
差
し
な
ら
な
い
も
の

に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
議
会
に
お
け
る
多
数
の
反
市
長

派
市
議
と
市
長
の
再
選
。
こ
の
一

見
、
矛
盾
し
た
よ
う
な
有
権
者
の

選
択
も
“
民
意
”
で
あ
る
こ
と
に

変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　
地
方
自
治
体
で
は
、
国
と
違
っ

て
、
長
も
議
員
も
直
接
、
選
挙
で

選
ば
れ
る
二
元
代
表
制
を
と
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
本
来
、
両
者
が

住
民
の
代
表
と
し
て
相
互
に
抑
制

機
能
を
発
揮
し
、
そ
の
均
衡
の
上

に
行
政
を
運
営
し
て
い
く
こ
と
を

目
指
す
も
の
。
こ
の
ま
ま
で
は
、

結
局
、
行
政
の
混
乱
と
停
滞
の
シ

ワ
寄
せ
は
住
民
が
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
こ
は
、
お
互
い
の

冷
静
な
議
論
で
合
意
形
成
を
図
っ

て
い
く
こ
と
が
“
民
意
”
に
応
え

る
道
、
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
地
方
自
治
は
民
主
主
義
の
学

校
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
こ
の
阿
久

根
市
の
事
例
は
自
治
体
に
お
け
る

長
と
議
会
の
在
り
方
を
考
え
る
い

い
機
会
を
提
供
し
て
く
れ
て
い
ま

す
。
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町民課の
窓口延長サービス

●毎週金曜日、町民課の窓口は午後６時30分まで（年末年始、祝日を除く）
●交付できるもの：住民票の写し、戸籍謄抄本、印鑑登録証、印鑑証明書

　　　※戸籍について、古い戸籍（除籍・原戸籍）は除く

長

と

議

会

平成22年国勢調査の
実施本部を設置

　10 月１日に実施される「平成 22
年国勢調査」を正確かつ円滑に実施
し、事務処理の万全を期するため、「平
成 22 年国勢調査平生町実施本部」が、
６月１日、町役場総合政策課に設置
されました。
　 平 成 22 年 国
勢調査では、プ
ライバシー意識
の高まりや昼間
不在世帯の増加
に対応するため、
封入提出の全面
導入や郵送提出
方式の導入など、
調査方法が一部変更されますが、10
月１日の調査に向けて、実施本部に
おいて準備を進めてまいります。
　国勢調査の結果は、行政の基礎資
料として活用されるほか、さまざま
な分野で役立てられる基礎データに
なります。
■問合せ先　
　国勢調査平生町実施本部（町役場
総合政策課内）　☎（５６）７１２０

「山口県くらしの
安心推進員」委嘱

６月３日、山口県庁で県知事か
ら住中和子さん（曽根）に、委嘱
状が手渡されました。
「山口県くらしの安心推進員」

は、悪質商法などによる消費者被
害の未然防止
や拡大防止の
ための県の活
動に協力する
も の で、 今 後
のご活躍が期
待されます。
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知
っ
て
い
ま
す
か
？ 

検
察
審
査
会

「
ダ
メ
。ゼ
ッ
タ
イ
。薬
物
乱
用
」県
民
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

～
覚
せ
い
剤
・
大
麻
・
シ
ン
ナ
ー
な
ど
の
薬
物
乱
用
を
撲
滅
し
よ
う
～

教科書を閲覧してみませんか
平成 22 年度田布施町教科書センター教科書展示会

が下記のとおり開かれます。教育関係者に限らず、ど
なたでも閲覧できますので、ご利用ください。

また、会場に備え付けの記入用紙で、教科書に対す
るみなさんのご意見をお聞かせください。
●日　時　６月11日㈮〜７月30日㈮　午前９時〜午後
　５時　※毎週月曜日、祝日、６月30日㈬、７月20日㈫
　は休館
●展示内容　平成 23 年度から使用される小学校用教

科書見本本、平成 23 年度に使用される高等学校用
教科書見本本および本年度使用している小学校・中
学校教科書の見本本、文部科学省著作本、学校教育
法附則第９条の規定による教科用図書、各教科書目録

●会　場　田布施町教科書センター（田布施町立田布
　施図書館内）
■問合せ先　田布施町立田布施図書館　☎（５２）２２８８

｢ 社会的ひきこもりで
お悩みのご家族へ」

家族教室のご案内

青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
阻
み
、

家
庭
を
崩
壊
さ
せ
、
社
会
の
秩
序

を
乱
す
な
ど
計
り
知
れ
な
い
影
響

を
及
ぼ
し
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
山
口
県

薬
物
乱
用
対
策
推
進
本
部
お
よ
び

地
域
薬
物
乱
用
対
策
協
議
会
で

は
、
６
月
20
日
か
ら
８
月
31
日
ま

で
の
間
、
薬
物
に
対
す
る
正
し
い

知
識
を
啓
発
し
、
薬
物
乱
用
の
な

い
明
る
い
社
会
を
築
く
た
め
、
県

内
各
地
に
お
い
て
「
ダ
メ
。
ゼ
ッ

昨
年
の
県
内
の
薬
物
情
勢
は
、

覚
せ
い
剤
事
犯
の
検
挙
人
員
が

１
２
３
人
と
、
高
水
準
で
推
移
し

て
お
り
、
依
然
と
し
て
深
刻
な
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
全
国
の
大
麻
事
犯
の
検

挙
人
員
は
、
２
年
連
続
で
過
去
最

高
を
記
録
し
、
20
歳
代
を
中
心
と

し
た
若
年
層
が
そ
の
約
６
割
を
占

め
て
い
ま
す
。

薬
物
の
乱
用
は
、
身
体
・
生
命

に
危
害
を
及
ぼ
す
の
み
な
ら
ず
、

社会的ひきこもりとは、長期間自宅にこもり、
家族以外との親密な対人関係が築けず、社会生活
が長期にわたって失われている状態をいいます。

正しい知識やよりよい対処の方法、コミュニケ
ーションの方法を学んだり、同じ悩みを持つ家族
同士、ご経験を語られる中で、不安な気持ちが和
らぎ、多くのことを学べることと思います。
●日　時
　第１回９月 14 日㈫　第２回以降毎月第２火曜
　日（全７回）　午後１時 30 分〜 4 時
●場　所　柳井健康福祉センター
●内　容
　ひきこもりの症状、コミュニケーション技法、
　解決へのステップ、体験発表など
●対　象
　社会的ひきこもりに悩んでおられるご家族
　※４回以上出席できる人
●参加費　500 円（初回参加時に茶菓子代として）
●申込方法　８月６日㈮までに、ご連絡ください。
　その後、保健師が事前にご家族と面接させてい
　ただきます。
■申し込み・問合せ先
　柳井健康福祉センター（柳井環境保健所）
　健康増進課　精神難病班
　☎（２２）３６３１

タ
イ
。
薬
物
乱
用
」
県
民
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
期
間
中
に

は
、
高
校
生
な
ど
に
よ
る
「
６
・

26
ヤ
ン
グ
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

や
薬
物
乱
用
の
な
い
21
世
紀
の
地

球
環
境
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
、

国
連
支
援
募
金
も
行
わ
れ
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先　
柳
井
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
環
境
衛
生
薬
事
班

　
☎
（
２
２
）
３
６
３
１

検
察
審
査
会
は
、
交
通
事
故

や
詐
欺
な
ど
の
被
害
に
あ
い
、

警
察
や
検
察
庁
に
訴
え
た
が
検

察
官
が
起
訴
し
て
く
れ
な
い
場

合
、
選
挙
権
を
持
っ
て
い
る
み

な
さ
ん
の
中
か
ら
毎
年
く
じ
で

選
ば
れ
た
11
人
の
検
察
審
査
員

が
、
検
察
官
の
下
し
た
不
起
訴

処
分
が
正
し
か
っ
た
か
ど
う
か

を
審
査
す
る
機
関
で
す
。

こ
の
た
び
、
み
な
さ
ん
に
検

察
審
査
会
に
つ
い
て
も
っ
と
知

っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
ド
ラ
マ

形
式
で
紹
介
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
検

察
審
査
員
」
を
制
作
し
、
み
な

さ
ん
へ
の
貸
出
を
行
っ
て
い
ま

す
。貸

出
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、

岩
国
検
察
審
査
会
事
務
局
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先　
岩
国
検
察
審
査
会
事
務
局
（
岩
国
地
方
裁
判
所
内
）

　
☎
０
８
２
７
（
４
１
）
０
１
８
３
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ひ
ら
お
農
業
体
験
農
園

４
月
24
日
、
南
上
・
下
自
治
会
館
（
大
野
南
）
で
ひ
ら
お
農
業
体

験
農
園
の
開
園
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
園
式
の
後
は
、
第
１
回

栽
培
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
前
日
の
悪
天
候
に
よ
り
、

予
定
さ
れ
た
実
習
は
行
え

ず
、
室
内
講
義
の
み
と
な
り

ま
し
た
。

体
験
農
園
で
は
１
年
間
を

通
し
て
野
菜
の
栽
培
か
ら
収

穫
ま
で
を
行
う
と
と
も
に
、

毎
月
行
わ
れ
る
栽
培
教
室

で
、
農
業
関
係
者
か
ら
栽
培

方
法
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。

自然体験学習

４月 25 日、自然体験学習として大野公
民館でミニトマトの苗の植え付けが行われ
ました。

参加者は、大野地区の子どもや保護者な
ど約 40 人で、指導者に教わりながら、み
んなで楽しく作業を行いました。
　実が熟すまでに２カ月程度かかるとのこ
とで、子どもたちは早くも待ち遠しい様子
でした。

ひ
ら
お
邦
楽
朋
の
会

△５月８日、第２回栽培教室（ひらお農
　業体験農園）

４月 28 日、平成 21 年度山口県スポー
ツ少年団指導者顕彰の表彰式が県庁で行わ
れ、本町から福光洋司さんが表彰を受けま
した。

福光さんは、平成元年から現在まで、平
生剣道スポーツ少年団で指導者として活躍
されています。本顕彰はその功績をたたえ
るもので、５月 12 日に受章の報告に町役
場を訪れました。

また、このたびの県内での受章者は 20
人で、福光さんは最年少での受章となりま
した。

スポ少指導者顕彰受章

４
月
25
日
、「
第
６
回
ひ
ら
お
邦
楽
朋

の
会
発
表
会
」
が
、
町
武
道
館
で
開
か

れ
ま
し
た
。

こ
の
発
表
会
は
、
中
央
公
民
館
で
活

動
し
て
い
る
平
生
観
謡
同
好
会
（
謡
曲
・

仕
舞
）
と
藤
光
会
（
日
本
舞
踊
）
が
合

同
で
日
ご
ろ
の
成
果
を
発
表
し
、
地
域

の
人
々
に
邦
楽
の
す
ば
ら
し
さ
を
知
っ

て
も
ら
お
う
と
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
23
演
目
が
行
わ
れ
、
鑑
賞

に
訪
れ
た
多
く
の
人
々
に
邦
楽
の
魅
力

を
伝
え
て
い
ま
し
た
。
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５月 11 日、平生町戦没者追悼式が
町武道館で行われ、関係者約 140 人
が参列しました。
　式では、黙とうに続き、山田町長、
瀬光町遺族会連合会長、福田町議会議
長が献花と追悼のことばを述べまし
た。
　その後、参列者全員が献花を行い、
尊い命を亡くされた 535 柱の冥福を
祈りました。

戦没者追悼式

５月 12 日、堀川公園テニスコート
で町勤労青少年ホーム主催の硬式テ
ニス教室（全５回）が始まりました。

集まった参加者は、初心者から中級
者までさまざまでしたが、平生町硬式
テニス連盟のみなさんが、個々のレベ
ルに応じて丁寧に指導されており、初
心者の人も楽しみながら上達してい
ました。

硬式テニス教室

中
央
公
民
館
ま
つ
り

５
月
16
日
、
第
17
回
中
央
公
民
館
ま
つ
り
が
開

か
れ
、
利
用
者
協
議
会
63
団
体
に
よ
る
日
ご
ろ
の

学
習
成
果
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
楽
器
演
奏
、
踊
り
、
手
品
な

ど
多
種
多
様
な
活
動
の
発
表
が
行
わ
れ
、
会
場
を

沸
か
し
て
い
ま
し
た
。

　

展
示
会
場
に
は
、
制
作
活
動
を
主
と
す
る
学
習

サ
ー
ク
ル
に
よ
る
絵
画
な
ど
の
作
品
が
並
び
、
訪

れ
る
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
屋
外
で
は
婦
人
会
や
子
ど
も
会
な
ど
の

各
種
団
体
の
協
力
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が

行
わ
れ
、
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

歩
け
歩
け
大
会

４
月
29
日
、
平
成
22
年
度
平
生
町
歩
け
歩
け
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

集
ま
っ
た
約
２
０
０
人
の
参
加
者
は
、
平
生
小
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
箕
山
の
中
腹
を
経
由
し
、
ス
ポ

ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
公
園
ま
で
の
道
の
り
を
歩

き
ま
し
た
。
途
中
に
は
、
町
内
を
見
下
ろ
す
美
し
い

景
色
が
広
が
り
、
参
加
者
の
歓
声
を
誘
っ
て
い
ま
し

た
。公

園
で
の
昼
食
後
は
、
ど
ら
焼
き
食
い
競
争
や
大

声
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
大
人

も
子
ど
も
も
疲
れ
を
忘
れ
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
帰
路
の
途
中
で
は
、
水
道
企
業
団
に
よ
る

大
き
な
貯
水
タ
ン
ク
の
見
学
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
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軟
式
野
球
大
会

５
月
16
日
、
第
９
回
平
生
町
軟
式
野

球
大
会
が
町
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
チ
ー
ム
は
地
元
企
業
で
構
成
さ

れ
た
チ
ー
ム
な
ど
の
全
５
チ
ー
ム
で
、

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
に
よ
り
、
白
熱
し
た

戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

熱
戦
を
勝
ち
抜
き
優
勝
（
準
優
勝
）

し
た
チ
ー
ム
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
優　
勝
：
一
番
星

◎
準
優
勝
：
泉
土
木
Ｃ
Ｔ
ド
ジ
ャ
ー
ス

春のフラワーベルト

５月 22 日、平生町フラワーベルト整備事
業「春の植栽」が行われ、花のあるきれいな
まちをつくろうと、老人クラブなど各種団体、
事業所、地域の住民や中学生など、多くの人
が参加しました。

このたび用意された花は、サルビア、マリ
ーゴールド、ニチニチソウなど約１万株で、
町内４カ所の花壇や県道伊保庄平生線沿いに
設置されたプランターに、みんなで植えてい
きました。

　

今
年
度
第
１
回
目
の
行
政
協
力
員
会

議
が
町
内
５
会
場
で
４
月
19
日
か
ら
23

日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
行
政
協
力
員
会
議
は
、
各
自
治

会
の
行
政
協
力
員
と
町
執
行
部
が
参
加

し
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

参
加
し
た
行
政
協
力
員
か
ら
は
、
意

見
や
質
問
が
活
発
に
飛
び
交
い
ま
し

た
。

　

こ
の
会
議
は
、
行
政
と
町
民
で
対
話

の
で
き
る
、
重
要
な
会
議
と
な
っ
て
い

ま
す
。

春
の
行
政
協
力
員
会
議
を
開
催

ホタル鑑賞の夕べ

５月 22 日、曽根向井原地区の和田川沿
いで、地元有志の主催により「ホタル鑑賞
の夕べ」が開かれました。

雨天にもかかわらず、町内外から傘をさ
した人たちが続々と集まり、用意されたご
はんの接待もあっという間に無くなるほど
のにぎわいでした。

天候の影響が懸念されたホタルですが、
１匹、また１匹ときれいな光を発して飛び
交い、会場は大いに盛り上がりました。

△４月 19 日、平生地区東部地域行政
　協力員会議（町役場）

△優勝チームの「一番星」（町スポー
　ツセンターグラウンド）
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自
分
の
歯
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
か
？

歯
科
疾
患
の
実
態
調
査
に
よ
る

と
、
30
歳
か
ら
60
歳
代
で
は
、
約

80
％
の
人
が
歯
周
病
に
か
か
っ
て

い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

歯
周
病
と
は
、
歯
を
支
え
る
歯

肉
や
骨
の
病
気
で
、
こ
の
病
気
が

進
ん
で
く
る
と
歯
を
支
え
ら
れ
な

く
な
り
、
つ
い
に
は
歯
が
脱
落
し

て
し
ま
い
ま
す
。
成
人
の
歯
の
本

数
は
、
28
本
か
ら
32
本
あ
り
ま
す

が
、
残
っ
て
い
る
歯
の
本
数
は
、

40
歳
を
過
ぎ
る
こ
ろ
か
ら
急
速
に

失
わ
れ
て
い
ま
す
。

歯
周
病
は
、
歯
を
失
う
原
因
と

な
り
ま
す
が
、
歯
の
汚
れ
を
引
き

起
こ
す
歯
垢
や
歯
石
を
そ
の
ま
ま

放
置
し
て
お
く
こ
と
で
、
さ
ら
に

症
状
が
進
ん
で
く
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
歯
周
病
は
、
歯
磨

き
や
喫
煙
、
食
事
の
内
容
、
ス
ト

レ
ス
な
ど
の
生
活
習
慣
と
も
深
い

か
か
わ
り
が
あ
り
ま
す
。

丈
夫
で
健
康
な
歯
と
歯
肉
を
持

ち
続
け
る
こ
と
は
、
食
事
を
お
い

し
く
食
べ
ら
れ
る
こ
と
に
も
な
り

ま
す
。
そ
し
て
、
高
齢
に
な
っ
て

も
自
分
の
歯
で
か
む
こ
と
が
で
き

る
の
は
、
と
て
も
幸
せ
な
こ
と
で

す
。
今
日
か
ら
で
き
る
歯
の
健
康

づ
く
り
を
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

歯
周
病
の
症
状

◆
歯
肉
か
ら
血
や
膿（
う
み
）

が
で
る

◆
歯
が
動
く

◆
口
臭
が
す
る

◆
物
を
か
む
と
歯
が
痛
む

◆
歯
肉
が
腫
れ
て
い
る

◆
口
の
中
が
ね
ば
ね
ば
す
る

◆
歯
が
む
ず
が
ゆ
い

No.588

　高野豆腐に煮汁がしっかり染み込んで、ご飯が進
みます。

《材　料》　４人分

《作り方》

高野豆腐のいためもの

①高野豆腐は湯につけてもどし、細めの短冊切りに
する。

②豚肉は一口大に切り、Ａで下味をつける。
③ショウガは薄切りにする。グリーンアスパラガス

はさっとゆでて３～４㎝に切る。
④フライパンにサラダ油をひき、ショウガ、豚肉、

アスパラの順に加えていためる。
⑤Ｂで調味し、①を加えてさっといためて、ごま油

を加えて香りをつける。

高野豆腐　　　　　２枚
豚 肉　　　　　2 0 0 ｇ
　　しょうゆ　大さじ１
Ａ　酒　　　　大さじ１
　　うま味調味料　少々
シ ョ ウ ガ　　　　15ｇ
グリーンアスパラガス　２束

　　酒　　　　大さじ２
　  塩　　　小さじ1/3
  　鶏がらスープのもと　小さじ２
　　しょうゆ　　　少々
ごま油　　　　小さじ２
サラダ油　　　大さじ２

Ｂ

予
防
の
ポ
イ
ン
ト

○
か
か
り
つ
け
歯
科
医
を
も

ち
、
定
期
的
に
歯
科
医
院

で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

○
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事

を
し
ま
し
ょ
う
。

○
自
分
に
合
っ
た
歯
ブ
ラ
シ

を
選
び
、
正
し
い
磨
き
方

を
覚
え
ま
し
ょ
う
。

○
食
後
の
歯
磨
き
を
習
慣
に

し
ま
し
ょ
う
。

○
ス
ト
レ
ス
に
早
め
に
気
付

い
て
疲
労
を
た
め
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

８０２０運動達成者募集
　80 歳以上で自分の歯が 20 本以上あり、お
口の健康管理に努力されている人を表彰しま
す。
●対象者　満 80 歳以上で、自分の歯が 20 本
以上残っている人（治療している歯でも、自分
の歯であれば対象となります）
●応募方法　県内の各歯科医院で口腔（こうく
う）内診査を行い、歯科医院の推薦を受けてく
ださい。
●応募期間　平成 23 年３月 31 日まで（随時）
●表彰場所　県内推薦歯科医院
■問合せ先　社団法人山口県歯科医師会
　☎０８３（９２８）８０２０　
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6月 ･･･21日㈪、28日㈪、30日（水 / 月末整理日）　
7月 ･･･ ５日㈪、12日㈪

《一般書》

《児童書》

指定席
赤川　次郎　著

不等辺三角形
内田　康夫　著

裁判員
小杉　健治　著

すれ違う背中を
乃南　アサ　著

ぼくとかあさん
いもと　ようこ　作・絵

たまごにいちゃんといっしょ
あきやま　ただし　作・絵

徳田さんちはおばけの一家
ねじめ　正一　作

とどろケ淵のメッケ
富安　陽子　作

王国の鍵　４
ガース・ニクス　著

超訳ニーチェの言葉
フリードリヒ・ニーチェ　著

　図書の一部を紹介します。

新着図書の紹介

休館日

図書館
だより

頭のいい人が「脳のため」に
毎日していること

トッド・カシュダン著（三笠書房）

　「目的以外のもの」にもあえて目
を向ける。「まっ
た く 興 味 の な
かったこと」を
ひとつやってみ
る。脳の働きを
驚くほどアップ
させる方法を紹
介する。

平生図書館　☎（56）2310
【開館時間】午前９時〜午後５時15分図書館

だより

平生町生涯学習推進マスコット
「マナビット」

No.178現
在
、
日
本
は
少
子
高
齢
化
に

よ
る
人
口
減
少
・
超
高
齢
社
会
に

突
入
し
て
い
ま
す
。
本
町
に
お
い

て
も
、
平
成
17
年
国
勢
調
査
（
※

１
）
結
果
に
よ
る
と
、
約
４
人
に

１
人
が
65
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も

人
口
減
少
と
高
齢
化
の
傾
向
は
続

く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

人
口
減
少
・
超
高
齢
社
会
で
は
、

働
き
手
の
不
足
や
消
費
者
の
減

少
、
税
収
の
落
ち
込
み
や
社
会
保

障
費
の
増
加
な
ど
、
地
域
経
済
や

財
政
に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
及
ぼ

す
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、「
生

涯
を
通
じ
て
学
び
、
活
動
す
る
こ

と
」
す
な
わ
ち
「
生
涯
学
習
」
を

推
進
し
、「
一
人
で
も
多
く
の
人

が
元
気
に
生
涯
を
通
じ
て
活
躍
す

る
こ
と
」
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な

り
ま
す
。

厚
生
労
働
省
が
平
成
21
年
７
月

に
公
表
し
た
日
本
人
の
平
均
寿
命

は
、
男
が
79・29
歳
、
女
が
86・05

歳
（
世
界
第
１
位
）
と
過
去
最
高

を
記
録
し
て
お
り
、
さ
ら
に
、
健

康
寿
命
（
※
２
）
も
全
体
で
75・

０
歳
（
世
界
第
１
位
）
で
あ
る
な

ど
、
日
本
は
世
界
一
の
健
康
長
寿

国
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。つ
ま
り
、

世
界
に
誇
る
元
気
な
高
齢
者
は
、

経
済
活
力
の
源
泉
と
な
る
財
産
な

の
で
す
。

町
で
は
、
こ
の
財
産
を
生
か
す

た
め
、
誰
も
が
生
涯
を
通
じ
て
活

躍
で
き
る
「
生
涯
現
役
の
町
」
そ

し
て
、「
住
み
良
さ
を
実
感
で
き

る
町
」
の
実
現
を
目
指
し
て
、
生

涯
学
習
の
推
進
を
は
じ
め
、
住
民

の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
「
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
」を
進
め
て
い
ま
す
。

７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
、
こ

れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性

を
定
め
る
「
第
四
次
平
生
町
総
合

計
画
」
の
策
定
に
向
け
て
「
ま
ち

づ
く
り
懇
談
会
」
を
開
催
す
る
予

定
で
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
人
口
減
少
・
超
高
齢
社
会
の
到
来
」に
備
え
て

平
生
町
役
場
　
総
合
政
策
課※１国勢調査 … 日本に住んでいるすべての人を対象と

して実施する、国の最も基本的な統計調査です。今年の
10 月１日に実施されますので、みなさんのご協力をお願
いします。
※２健康寿命 … 日常的に介護を必要としないで、自立
した生活ができる生存期間のこと。2002 年の WHO

（World Health Organization：世界保健機関）の報告
による。

■
問
合
せ
先

　
町
役
場
総
合
政
策
課

　
（
５
６
）
７
１
２
０
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薬物乱用は、友達や先輩に誘われ、「仲間はずれになりたくない。」「ちょっと面白
そう。」「一度だけなら。」などという安易な気持ちで、つい始めてしまうケースが多く、
誘われても勇気を持って、きっぱりと拒否することが大切です。

覚せい剤などの薬物を乱用すると、自分の意志で止めることは困難となります。
薬物乱用に関する相談は、一人で悩まず、警察に相談してください。

ダメ。ゼッタイ。薬物乱用防止　～薬物乱用のない安全な社会の実現を目指して～

（平成22年「交通安全年間スローガン」）

　インターネットで、「指示された業務をすれば、確実に収入
が得られる」という広告を見つけたので、契約して情報料を支
払いました。
　しかし、ほとんど収入が得られないので情報料を返してほし
いのですが、どうすればよいでしょうか。

　契約内容をよく確認し、すぐに相手方と返金の交渉を行いま
しょう。

　インターネットの通信販売を通じて、「簡単に稼げる方法」といっ
た情報を冊子や DVD などで販売する「情報商材」に関する苦情が、
国民生活センターや県消費生活センターに寄せられています。
　「代金を支払ったのに情報商材が送られてこない」、「書かれてい
た内容を実行したのに収入にならない」、「返金保証の条件を満たし
ているのに返金されない」など、苦情の内容はさまざまです。
　契約をするときは、宣伝文句をうのみにせず、慎重に検討するこ
とが大切です。また、相手方の連絡先なども事前に確認しておくよ
うにしましょう。 
　契約内容などで事業者とトラブルになったときは、県消費生活セ
ンター【☎083（924）0999】や町役場経済課【☎（56）7117】
にご相談ください。

◆◇ワンポイント◇◆

情報商材にかかるトラブルについて

相　

談

ア
ド
バ
イ
ス

【交通安全標語】 さあかくにん　ライト　ブレーキ　ヘルメット

薬物の乱用は、乱用者自身の精神・身体をむしばむばかりでなく、幻覚や妄想などにより、殺人、放
火などの凶悪事件や重大な交通事故を引き起こすほか、購入資金欲しさに恐喝や強盗などの犯罪を犯す
など、社会の秩序を大きく乱すこととなります。

誘惑に負けない「ＮＯ」と言える勇気を持とう！

■相談窓口　柳井警察署　警察安全相談係　☎（２３）０１１０　
　　　　　　山口県警察本部　警察総合相談室　☎＃９１１０または０８３（９２３）９１１０

また、乱用者の家族も、乱用者から暴力を受けたり、多額の借金を強いられる
など、家庭の崩壊へとつながってしまいます。

薬物乱用のない安全な社会を実現するためには、一人一人が正しい知識と、薬
物乱用を許さない意識を持つことが大切です。
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〔ミュージックチャイムの曲名〕　　６：00　富士山　　12：00　平生町の歌　　17：00　夕やけこやけ

柳井健康福祉センター相談日
　〔柳井市古開作／☎（２２）３６３１〕

休日や平日夜間の医療案内

■柳井地域休日夜間応急診療所
　　　柳井市中央１丁目５番３号
　　　☎（２２）９００１（下記診療時間内）

◇診療は、あくまで応急的診療であり、専門的な診
療は受けられない場合があります。

場所：イズミゆめタウン柳井　２階ベビー服売り場前
日時：６月19日㈯　午前９時30分〜12時00分
内容：血圧測定、体重 ･ 体脂肪測定、健康相談、
　　　乳児 ･ 育児相談など

山口県看護協会柳井支部事務局
☎0820（78）0310「まちの保健室」 受付時間

毎日 午後７時〜11時
☎ #8000　または　☎083（921）2755（携帯電話も可）

山口県精神科
救急情報センター

☎ 0836（58）4455（24時間対応）

こころの救急電話相談

内容：精神病、うつ病など、こころの病気による混
乱した言動・ひきこもり・自殺願望など

内容：15歳未満の子どもの急患や疾病に関すること

小児救急電話相談

発生件数 死者
（人）

傷者
（人）人身 物損

管　内
平生町内

（４月）資料：柳井警察署
月間交通事故発生状況

火　災 救急
建物 山林 その他

管　内
平生町内

（４月）資料：柳井地区広域消防組合
月間火災･救急発生状況

まちの人口
４月30日現在の住民
基本台帳記載人口。
（　）内は前月対比。

世帯数
人　口
うち男
　　女

5,509
13,098
6,240
6,858

世帯
人
人
人

(＋　1 )
( －　1 )
( ＋　2 )
( －　3 )

32
2
142
14

0
0
35
3

2
0

0
0

1
0
279
26

☆完納で育てよう明るい平生町☆

今月の納税【６月】 納期限６月30日

町県民税　　　第１期

◎便利な口座振替も利用できます◎
問合せ先　町役場税務課　☎（５６）７１１４

●Ｂ・Ｃ型肝炎検査《要予約（前日まで）》
　７月14日㈬ 10：00〜11：00
●骨髄バンク登録受付（検査）《要予約（前日まで）》
　７月14日㈬ ９：00〜10：00
●発達クリニック（乳幼児）《要予約（１週間前まで）》
　７月８日㈭ 　13：00〜16：00
●不妊専門相談《要予約（前日まで）》
　７月16日㈮ 15：00〜17：00
●ＨＩＶ抗体検査・相談《要予約（前日まで）》
　※当日検査結果がわかります（各時間帯５人限定）
　７月14日㈬　14：00〜16：00、17：00〜19：00
●思春期・ストレス相談《要予約（前日まで）》
　６月25日㈮ 10：00〜15：00
●心の健康相談《要予約（１週間前まで）》
　７月20日㈫ 13：00〜14：00

山口地方法務局および山口県人権擁護委員連合会
では、学校におけるいじめや家庭内での児童虐待な
ど、子どもをめぐるさまざまな問題や悩みについて、
電話相談を受け付けています。

６月 28 日㈪から７月４日㈰までの１週間は「子
どもの人権１１０番」強化週間として、次のとおり
受付時間を拡充します。
　どんな小さなことでも結構です。“あなたの気持
ち”お聞かせください。

全国一斉「子どもの人権１１０番」
強化週間のお知らせ

●受付時間（※通常は平日８：30 〜 17：15 です。）
6 月 28 日㈪〜７月２日㈮　８：30 〜 19：00
７月３日㈯、４日㈰　　 　10：00 〜 17：00

■問合せ先　山口地方法務局人権擁護課
　☎０８３（９２２）２２９５

☎ ０１２０（００７）１１０［フリーダイヤル］
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試
験
・
募
集

講
座
・
講
習

＜ 以下は広告欄です ＞

　広報ひらおでは、広告掲載事業による有料広告を掲載しています。

消
防
設
備
士
試
験

●
試
験
日　
９
月
５
日
㈰

●
受
験
地　

下
関
市
、
山
口
市
、
周

南
市

●
試
験
の
種
類　

甲
種
（
特
類
、
第

１
〜
５
類
）、
乙
種
（
第
１
〜
７
類
）

●
願
書
受
付
期
間

書
面
申
請　
７
月
５
日
㈪
〜
16
日
㈮

電
子
申
請　
７
月
２
日
㈮
〜
13
日
㈫

※
電
子
申
請
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

http://w
w

w
.shoubo-shiken.or.jp

■
問
合
せ
先

　

柳
井
地
区
広
域
消
防
本
部
予
防
課

　
☎
（
２
３
）
７
７
７
４

●
募
集
職
種　
国
家
公
務
員
Ⅲ
種（
税

務
職
員
／
高
校
卒
業
程
度
）

●
受
験
資
格　

平
成
元
年
４
月
２
日

〜
平
成
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

●
申
込
期
間　

６
月
22
日
㈫
〜
６
月

29
日
㈫

●
第
１
次
試
験
日　
９
月
５
日
㈰

■
問
合
せ
先　

広
島
国
税
局
総
務
部

人
事
第
二
課
試
験
研
修
係

　

☎
０
８
２
（
２
２
１
）
９
２
１
１

内
線
３
７
４
３

　
ま
た
は
光
税
務
署
総
務
課

　
☎
０
８
３
３
（
７
１
）
０
１
６
６

火
薬
類
製
造
・
取
扱
保
安
責
任
者
試
験

●
日
時　

７
月
29
日
㈭
（
甲
・
乙
種

共
通
）、
30
日
㈮
（
甲
種
の
み
）　

午

前
９
時
〜
午
後
４
時

※
乙
種
は
１
日
、
甲
種
は
２
日
間
の

受
講
が
必
要
で
す
。

●
講
習
区
分　
乙
種
防
火
管
理
講
習
、

甲
種
防
火
管
理
講
習

●
講
習
場
所　
柳
井
市
文
化
福
祉
会
館

●
受
講
料

　
３
６
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

●
申
込
方
法　

柳
井
地
区
広
域
消
防

本
部
予
防
課
、
柳
井
消
防
署
ま
た
は

最
寄
り
の
出
張
所
で
受
講
申
込
書
を

受
け
取
り
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
受
付
期
間　

６
月
２1
日
㈪
〜

７
月
９
日
㈮

■
問
合
せ
先

　

柳
井
地
区
広
域
消
防
本
部
予
防
課

　
☎
（
２
３
）
７
７
７
４

技
能
向
上
訓
練

●
受
験
資
格　

昭
和
46
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
、
看
護
師
の
免
許
を

有
す
る
人

●
募
集
人
数　

20
人
程
度

●
申
込
期
限　
６
月
18
日
㈮

●
試
験
日
（
試
験
内
容
）　
７
月
３
日

㈯
（
専
門
・
論
文
・
適
性
検
査
）、
７

月
10
日
㈯
（
個
別
面
接
）

■
問
合
せ
先

　
山
口
県
健
康
福
祉
部
医
務
保
険
課

　
☎
０
８
３
（
９
３
３
）
２
９
１
０

●
対
象　

雇
用
、
就
職
を
希
望
す
る

60
歳
代
前
半
層
の
人

●
日
時　

７
月
20
日
㈫
〜
29
日
㈭

（
土
、
日
曜
日
を
除
く
８
日
間
）　

午

前
10
時
〜
午
後
４
時

●
場
所　
柳
井
市
文
化
福
祉
会
館
ほ
か

●
内
容　

樹
木
の
剪
定
な
ど
の
基
礎

知
識
の
習
得

●
受
講
料　
無
料

●
定
員　

20
人
（
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

●
申
込
期
限　
７
月
５
日
㈪

■
申
し
込
み
・
問
合
せ
先　

㈳
山
口

県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

　
☎
０
８
３
（
９
２
１
）
６
０
７
０

◇
「
パ
ソ
コ
ン
・
エ
ク
セ
ル
（
初
級
）」

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送

●
試
験
の
種
類　

甲
種
・
乙
種
火
薬

類
取
扱
、
丙
種
火
薬
類
製
造

●
試
験
日
時　
８
月
22
日
㈰

●
場
所　

山
口
県
労
働
者
福
祉
文
化

中
央
会
館

●
願
書
受
付
期
間　

６
月
22
日
㈫
〜

７
月
１
日
㈭

■
問
合
せ
先

　
社
団
法
人
全
国
火
薬
類
保
安
協
会

　
☎
０
８
３
（
９
２
５
）
２
６
４
９

国
家
公
務
員（
税
務
）募
集

放
送
大
学
10
月
入
学
生
募
集

山
口
県
立
病
院
看
護
師
採
用
試
験

防
火
管
理
者
資
格
取
得
講
習
会

シ
ニ
ア
の
た
め
の

剪
定（
せ
ん
て
い
）講
習

講
習
（
定
員
18
人
）

●
日
時　
７
月
３
、４
、
10
日
の
３
日

間　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

●
受
講
料　
８
０
０
０
円

●
申
込
締
切　
６
月
21
日
㈪

◇
「
パ
ソ
コ
ン
・
Ａ
ｕ
ｔ
ｏ-

Ｃ
Ａ

Ｄ
（
初
級
）」
講
習
（
定
員
12
人
）

●
日
時　
７
月
２
、５
〜
９
日
の
６
日

間　
午
後
６
時
〜
午
後
９
時

●
受
講
料　
９
０
０
０
円

●
申
込
締
切　
６
月
17
日
㈭

◇
「
第
２
種
電
気
工
事
士
（
技
能
試

験
対
策
）」
講
習
（
定
員
20
人
）

●
日
時　
７
月
２
、５
〜
９
日
の
６
日

間　
午
後
６
時
〜
午
後
９
時

●
受
講
料　
１
５
０
０
０
円

●
申
込
締
切　
６
月
15
日
㈫

■
実
施
場
所
お
よ
び
問
合
せ
先

　
山
口
県
立
東
部
高
等
産
業
技
術
学
校

　
☎
０
８
３
４
（
２
８
）
２
２
３
３

を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の

正
規
の
大
学
で
す
。

　

働
き
な
が
ら
の
大
学
卒
業
や
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
・
生
涯
学
習
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職

業
の
人
が
学
ん
で
い
ま
す
。

●
願
書
受
付
期
限　

８
月
31
日
㈫（
大

学
本
部
必
着
）

■
資
料
請
求
・
問
合
せ
先

　
放
送
大
学
山
口
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
３
６
（
８
８
）
３
０
２
０



お
知
ら
せ

相
　
　
談
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＜ 以下は広告欄です ＞

司
法
書
士
サ
ラ
金
・
ヤ
ミ
金

無
料
電
話
相
談
会

●
日
時　
７
月
３
日
㈯

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
相
談
受
付
電
話
番
号

　
☎
０
１
２
０
（
０
０
３
）
８
２
１

●
相
談
内
容

　

消
費
者
金
融
・
信
販
会
社
・
銀
行

な
ど
へ
の
返
済
で
お
困
り
の
人
に
、

債
務
整
理
手
続
や
司
法
書
士
事
務
所

の
紹
介
な
ど
、
問
題
解
決
に
向
け
て

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

■
主
催
お
よ
び
問
合
せ
先

　
山
口
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会　

　
相
談
会
担
当

　
☎
０
８
３
（
２
３
４
）
１
３
７
４

山
口
県
就
学
相
談
会

　

小
学
校
就
学
前
の
幼
児
を
対
象

に
、
発
達
や
養
育
、
就
学
に
関
す
る

無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。（
相
談

員
は
医
師
、
大
学
教
授
、
臨
床
心
理

士
、
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な
ど
）

●
日
時
（
場
所
／
申
込
期
限
）　

　

７
月
29
日
㈭
（
山
口
県
柳
井
総
合

庁
舎
／
６
月
29
日
㈫
）、
８
月
５
日
㈭

（
山
口
県
立
田
布
施
総
合
支
援
学

校
／
７
月
５
日
㈪
）

■
申
し
込
み
・
問
合
せ
先

　

山
口
県
立
田
布
施
総
合
支
援
学
校

内　
特
別
支
援
教
育
セ
ン
タ
ー

　
☎
（
５
２
）
３
５
７
２

●
日
時　

８
月
８
日
㈰　

午
前
10
時

30
分
〜
11
時
30
分

●
場
所　
平
生
町
中
央
公
民
館

●
受
講
料　

８
０
０
０
円
（
郵
送
代

一
式
含
む
）
※
免
許
用
写
真
２
枚
無

料
撮
影

●
持
参
品　

免
許
証
ま
た
は
そ
の
コ

ピ
ー
、
住
所
変
更
が
あ
る
人
は
本
籍

地
記
載
の
住
民
票

●
対
象
者　

免
許
証
の
有
効
期
限
が

平
成
22
年
８
月
20
日
か
ら
平
成
23
年

７
月
30
日
ま
で
の
人　

■
申
し
込
み
・
問
合
せ
先　

　
倉
敷
免
許
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
６
（
４
５
６
）
５
９
０
０

●
日
時　

７
月
８
日
㈭
午
前
10
時
〜

12
時

●
会
場　

柳
井
市
西
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
定
員　
先
着
25
人

●
参
加
費　

５
０
０
円　

託
児
有
り

（
要
予
約
）

安
全
衛
生
講
習
会

●
日
時　

７
月
19
日
㈪
〜
10
月
16
日

㈯　

毎
週
１
回　

土
、
日
曜
日
ま
た

は
祝
日　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

（
全
13
回
）

●
場
所　

ニ
チ
イ
学
館　

柳
井
教
室

●
内
容　
医
療
事
務
２
級

●
対
象　
母
子
家
庭
の
母
・
寡
婦
で
、

就
職
（
再
就
職
）
な
ら
び
に
離
・
転

職
を
希
望
す
る
50
歳
未
満
の
人

●
募
集
人
数　
５
名
程
度

●
受
講
料　

無
料　

※
テ
キ
ス
ト
代

な
ど
は
自
己
負
担

●
申
込
期
限　
６
月
21
日
㈪

■
申
し
込
み
・
問
合
せ
先

　
山
口
県
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
３
（
９
２
３
）
２
４
９
０

　

平
成
22
年
度
の
労
働
保
険
の
年
度

更
新
手
続
は
７
月
12
日
㈪
ま
で
に
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

※
電
子
申
請
・
納
付
も
で
き
ま
す
。

http://w
w

w
.e-gov.go.jp/ 

◎
申
告
書
受
付
相
談
会

●
日
時　

６
月
29
日
㈫
、
30
日
㈬　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
場
所　
柳
井
市
文
化
福
祉
会
館

■
問
合
せ
先　

山
口
県
労
働
局
労
働

保
険
徴
収
室

☎
０
８
３
（
９
９
５
）
０
３
６
６

●
申
込
期
日　
６
月
30
日
㈬

■
申
し
込
み
・
問
合
せ
先

　
や
な
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー　
☎
（
２
３
）
０
６
６
８

◇
床
上
操
作
式
ク
レ
ー
ン
技
能
講
習

●
日
程
（
場
所
）

母
子
家
庭
な
ど
の
医
療
事
務
講
座

ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
講
習
会

労
働
保
険
の
年
度
更
新
手
続
に
つ
い
て

小
型
船
舶
操
縦
免
許
更
新
講
習

・学
科　
７
月
７
日
㈬
、
８
日
㈭
（
ホ

テ
ル
松
原
屋
）

・
実
技　

７
月
10
、
11
、
17
、
18
日

の
内
１
日（
日
立
製
作
所
笠
戸
事
業
所
）

◇
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
技
能
講
習

●
日
程
（
場
所
）

・
学
科　

７
月
26
日
㈪
ま
た
は
27
日

㈫
（
ホ
テ
ル
松
原
屋
）

・
実
技　

７
月
28
日
㈬
〜
８
月
11
日

㈬
の
内
３
日
間
（
Ｋ
Ｙ
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
㈱ 

玉
鶴
工
場
）

■
問
合
せ
先

　
㈳
山
口
県
労
働
基
準
協
会
下
松
支
部

　
☎
０
８
３
３
（
４
１
）
３
５
１
０
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(日)

(月)

(土)

(火)

(水)

(月)

(火)

(水)

(木)

(日)

(土)

(金)

(木)

(金)

(木)

(土)

(日)

(日)

(月)

(月)

(金)

(土)

(金)

(木)

(水)

(火)

(木)

(水)

(火)

(水)
15

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

28

29

27

26

25

24

23

22

20

19

18

16

17

21

30

※予定表ですので、日時・場所の変更がある場合もあります。

６　　月 ７　　月

もの忘れ相談（13：30／ふれあいまちづくりセンター〈あいあむ〉）
母親学級（10：00／保健センター）

保健センター開放日（9：30）

育児学級（10：00／保健センター）

こころの健康相談・いこいの場（13：30／保健センター）
マロニエ会（９：３０／保健センター）

すくすくセミナー（10：00／保健センター）

マロニエ会（９：３０／保健センター）

パパママスクール（13：30／保健センター）

おかあさんといっしょ〈絵本の読み聞かせ〉（10：00／保健センター）

おはなし会（14：00／平生図書館）
古文書輪読会（９：45／平生図書館）

朗読ボランティアつゆくさの会（10：00／平生図書館）

おひざにだっこの会（10：30／平生図書館）

体育館開放日（午前中）

体育館開放日（午前中）

体育館開放日（午前中）

平生町ソフトボール大会（9：00／運動広場）

平生町子ども会スポーツ大会（９：00／佐賀小学校体育館）
体育館開放日（午前中）

親しみトーク【町長と語る日】（18：00／町役場町長室）

人権行政相談（10：00／町役場本庁、13：00／佐賀公民館）

《６月16日〜７月15日》

平生町民憲章
　わたくしたち　平生町民は、ふるさとの美しい自然と歴史をうけつ
ぎ、明るく住みよいまちづくりを目指して、次のことに努めます。
　わたくしたち　平生町民は
1　自然を大切にし　環境をととのえ　美しいまちをつくります
1　スポーツに親しみ　きまりを守り　健やかなまちをつくります
1　思いやりと　感謝の心をもち　温かいまちをつくります
1　勤労をとうとび　活力にみちた　豊かなまちをつくります
1　文化を創造し　若い力を育て　伸びゆくまちをつくります　

「広報ひらお」は、環境に配慮した再生紙を使用しています。

平
生
中
学
校
１
年　

宮
本
朋
弥

平
生
中
学
校
３
年　

岩
木
夏
月

「
す
こ
や
か
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
」

ポ
ス
タ
ー
・
標
語

標
語
最
優
秀
作
品

ポ
ス
タ
ー
最
優
秀
作
品

守
り
ま
し
ょ
う

　
　
街
の
ル
ー
ル
と

　
　
　
　
家
庭
の
ル
ー
ル

※
学
校
名・学
年
は
受
賞
時（
平
成
21
年
度
）の
も
の
で
す
。


